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	■ 狂犬病対策を効果的に促進するためのフレーム
	日本は、1950年に狂犬病予防法施行後、1957年の猫と1956年の患者を最後に国内で狂犬病に感染して発症した報告はないが、清浄国を維持するためには、狂犬病対策に係る多様なステークホルダーが適切かつ効果的な危機意識を共有して持続的な予防体制をこれからも継続できるかが大切である。
	※参考資料
	■ 狂犬病の発生を想定した取り組みにおけるステークホルダーに期待される意識と準備
	※参考資料
	■ 狂犬病の発生を想定した研修・実習・演習に求められる対応と課題
	■ 狂犬病の発生を想定した研修・実習・演習の骨格とプログラム
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	清浄国に必要な狂犬病の対策を強化するために関係者の意識の改革を効果的に促進する教育、知識、技術、ワンへルスアプローチ連携、リスクコミュニケーション等ついて教材の開発を検討して、これを研修等で試行してきた（資料１６と１７）。
	関係者の意識改革をより効果的にナッジすることができる研修の方法とこれを助ける教材等を収集および開発して教材をパッケージに取りまとめることを狂犬病の対策に係る多様なステークホルダー（公衆衛生獣医師、臨床獣医師、動物看護師等およびアカデミー等）の協力を得て行った（資料１８）。教材のパッケージ化では国や自治体の狂犬病体制整備の強化につながる獣医大学および動物看護大学における卒前・卒後の獣医公衆衛生学教育や市中の臨床獣医師および市民に対する効果的な意識の改革方法について検討を継続している。
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